
種子法廃止
今、種が危ない！ ３

「託送料金訴訟を支える会」を
立ち上げます ２

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、「
い
の
ち
・
自
然
・
く
ら
し
」

を
脅
か
す
原
発
と
は
共
存
で
き
な
い
と
考
え
、
設

立
以
来
一
貫
し
て
原
発
の
な
い
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
原
発
に
頼
ら
な
い
電
気
を
自
分

た
ち
の
手
で
つ
く
ろ
う
と
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
所
の
建
設
や
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん
き
」
の

供
給
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、「
原
発
フ
リ
ー
」
の
「
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
で
ん
き
」
が
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
（
CO2
）
の
排
出
ゼ
ロ
を
実
現
し
ま
し
た
。

「
い
の
ち
を
守
る
」「
環
境
を
守
る
」
こ
と
を
大
切

に
し
た
、
他
に
は
な
い
電
気
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
家
族
の
た
め
に
安
心
・

安
全
な
食
べ
も
の
が
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
、
た

く
さ
ん
の
組
合
員
が
力
を
合
わ
せ
、「
Ｕ
Ｎ
↓
Ｄ
Ｏ
」

（
運
動
）
と
し
て
実
現
し
て
き
た
よ
う
に
、「
原
発
フ

リ
ー
」
で
「
CO₂
排
出
ゼ
ロ
」
の
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
で
ん
き
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、「
い
の
ち
を
大

切
に
し
た
い
」「
み
ど
り
の
地
球
を
み
ど
り
の
ま
ま

で
」
と
い
う
思
い
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

原発フリー! ･二酸化炭素排出ゼロ‼
を選ぶことは

いのちを守るために、自然を守るために

私たちにできる です
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約
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２
０
２
０
年
か
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温
暖
化
対
策
の
国
際
ル
ー
ル

　

近
年
、
超
大
型
台
風
、
異

常
高
温
、
干
ば
つ
や
洪
水
な

ど
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害

が
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
大
き
な
要
因
と

言
わ
れ
る
の
が
地
球
温
暖
化
。

大
気
中
の
CO₂
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
濃
度
が
高
く
な
る

こ
と
で
起
こ
る
と
問
題
視
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
気
中
の
CO₂
は
主
に
、
私

た
ち
が
石
炭
や
石
油
な
ど
の

化
石
燃
料
を
燃
や
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
使
う
こ
と
で

発
生
し
ま
す
。
２
０
１
５
年

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
「
パ
リ
協
定
」

が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
世
界

各
国
で
CO₂
削
減
に
向
け
た
動

き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
、
温
室
効
果
ガ

ス
を
多
量
に
排
出
す
る
事
業

者
に
自
ら
の
排
出
量
を
報
告

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
な

ど
、
CO₂
排
出
削
減
に
向
け
た

取
り
組
み
が
す
す
ん
で
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
１
月
７
日

に
環
境
省
お
よ
び
経
済
産
業

省
か
ら
公
表
さ
れ
た
２
０
１

８
年
度
の
「
電
気
事
業
者
別

排
出
係
数
」
で
は
、
全
国
で

４
２
３
社
あ
る
電
力
会
社
の

う
ち
、「
二
酸
化
炭
素
排
出
係

数
ゼ
ロ
」
を
達
成
し
た
の
は

２
社
だ
け
で
し
た
。
そ
の
一

つ
が
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で

ん
き
」
で
す
。

「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん
き
」
は

「
二
酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
」
！

　
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん

き
」
の
電
源
に
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
市
民
発
電
所
の
電

気
を
使
う
こ
と
は
組
合
員
の

願
い
で
す
。
し
か
し
現
状
で

は
、「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん

き
」
を
利
用
す
る
仲
間
が
規

模
的
に
少
な
い
た
め
、
自
分

た
ち
が
つ
く
っ
た
発
電
所
の

電
気
を
十
分
使
う
こ
と
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
太
陽
光
の

電
気
を
電
源
と
し
て
使
う
場

合
、
他
の
電
気
と
組
み
合
わ

せ
、
天
候
や
時
間
帯
に
よ
り

変
化
す
る
需
要
バ
ラ
ン
ス
を

調
整
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
あ
る

一
定
程
度
の
需
要
が
必
要
だ

か
ら
で
す
。

　

九
州
電
力
エ
リ
ア
で
「
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん
き
」
の

利
用
者
が
さ
ら
に
３
０
０
人

増
え
れ
ば
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の
市
民
発
電
所
第
一
号
で

あ
る
神
在
太
陽
光
発
電
所
の

電
気
を
電
源
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
利

用
者
を
増
や
し
て
私
た
ち
の

願
い
を
実
現
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

「
神
在
太
陽
光
発
電
所
」
の
電
気
を

「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん
き
」
の
電
源
に
！

　
「
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん

き
」
が
「
原
発
フ
リ
ー
」
を

実
現
し
た
の
は
、
２
０
１
９

年
２
月
。
２
０
１
８
年
10
月

の
制
度
改
正
に
よ
り
調
達
す

る
電
源
を
特
定
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
「
原
発
フ

リ
ー
」
と
言
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

原
発
の
電
気
を
使
っ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
原
発

フ
リ
ー
」
と
は
言
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
在
の
特
定
電
源

は
、
主
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
よ
る
電
気
。
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
が
他
団
体
と
共
同
で
運

用
し
て
い
る
馬
洗
瀬
小
水
力

発
電
所
と
杖
立
温
泉
熱
バ
イ

ナ
リ
ー
発
電
所
の
電
気
も
、

電
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
原
発
フ
リ
ー
」
で
、

原
発
の
な
い
社
会
の
実
現
に
一
歩
前
進
！

６月22日より、グリーンコープの全エリアで、「グリーンコープ
でんき」の統一キャンペーンが始まります。この機会に、「グリ
ーンコープでんき」を利用する仲間を増やしていきましょう。

2020年６月22日～2021
年３月末日に、①「グリーン
コープでんき」を契約した
方とその紹介者、②家庭用
太陽光発電の余剰電力の買
取（卒ＦＩＴ）を申し込まれ
た方に

2020年２月に九州電力エリア
からスタートした卒ＦＩＴ買取
が、いよいよ中国・関西電力エ
リアでも始まります。

共同購入や店舗、キープ＆ショップでの
商品の購入に利用できます。

もれなく
「５００ＧＲＥＥＮ券」

プレゼント！

原 発 の な い 社 会 を め ざ し て

※
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2

※
 

3

も

う

ら

せ

つ
え
た
て

か
み
あ
り

6月22日週に、
一斉にキャンペーン
チラシを配布！

①と②のどちらもクリアすれば
「500GREEN券」が2枚！

6月に予定していた
「一般社団法人グリーンコープ
共同体第三期定時社員総会」の
開催が、7月に延期となりまし
たので、共生の時代7月号は、
7月20日週のお届けとなります。

SDGsグリーンコープ
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みどりの地球を
みどりのままで

2020 月6

別紙にて、「放射能汚染と向きあう（放
射能測定室より）」を掲載



No.142

　グリーンコープはチェルノブイリ原発事故以来「原発は生
命（いのち）とは共存できない」と脱原発運動をすすめてき
ましたが、日本だけでなく世界にも大きな衝撃を与えた東京
電力福島第一原発事故が起きました。原発の怖さを目の当
たりにしたにもかかわらず、放射性廃棄物の最終処分場の
問題は先送りにされたまま、全国の原発は再稼働に向かっ
ています。さらに、福島第一原発事故後の処理水を、30年
かけて海や大気などへの放出、深い地層への注入などとい
う、耳を疑うような検討が行なわれています。
　現代の生活は便利で豊かとなり、私たちの生活に電気は
必要不可欠です。しかし、いつでもすぐに電気が使える生活
の中で、エアコンの設定温度や電気をこまめに消すなど、家
族みんなで取り組める節電があるはずです。
　家族に安心・安全なものを食べさせたいという思いと同じ
く、子どもたちの未来を守るために原発事故を忘れず、原発
依存の電気から原発フリーの「グリーンコープでんき」を選
ぶことが、私たちにできる大切なことではないでしょうか。

『脱原発に向けて　私たちができること』

グリーンコープ共同体組織委員会

原発関連の費用が託送料金（電線使用料）に上乗せされる！
電気を利用する一人ひとりの力を結集して
　　　　　 託送料金訴訟を支えていきましょう！

　グリーンコープ共同体は、２月12日に臨時社員総会を

開催し、この問題を広く社会に訴えるため、国と大手電力

会社を相手に訴訟を起こすことを可決。伴って「託送料

金訴訟を支える会（以下、支える会）」を立ち上げること

を決めました。支える会の活動を通して、組合員や市民一

人ひとりが託送料金の問題を自分たちの生活に直結する

問題として引き寄せ、皆で考え話し合うことで脱原発社会

の実現をめざしていきます。

　今後は、組合員だけでなく広く市民に、支える会への参

加とカンパを呼びかけていきます。支える会の会員には、

訴訟に向けて準備していく過程や裁判の進行状況などに

ついて情報を届けます。寄せられたカンパ金は、裁判の

傍聴など訴訟を支えていく活動や社会に向けて問題提起

するための費用として活かしていきたいと考えています。

　グリーンコープは現在、訴訟に向けて具体的な準備を

すすめることと並行して、諦めることなく経済産業省と大手

電力会社と話し合いの場を持ち、組合員の思いを届けて

います。しかし、それでも託送料金への上乗せが実際に

行われた時点で、最後の手段として訴訟に踏み切ると同

時に、支える会への参加とカンパについて具体的に案内

する予定です。

「託送料金訴訟を支える会」設立趣意書
　託送料金（電線使用料）に原発関連の費用（賠償負担金・廃炉円滑化負担金）が上乗せ
されようとしている問題について、グリーンコープは「これは単なる電線使用料の問題で
はない。国民主権に関わることである」と考え、４年の歳月をかけて国や大手電力会社と
の話し合いと検討を重ねてきました。その結果、国民に残された最後の手段である「訴訟」
に踏み出すこと、この取り組みを多くの電気利用者が主体となって関わっていくことが大
事だと考え、「託送料金訴訟を支える会」を立ち上げることにしました。原発のない社会を
実現するために避けて通れない訴訟です。豊かな未来を子どもたちに手渡すために、私た
ち一人ひとりの力を結集して、「託送料金訴訟」に向かっていきましょう。

　私たちが生きる社会は、経済を重視するあまり、生命（いのち）を軽んじるという様相はますま
す重篤化してきているように見えます。エネルギーだけでなく、気候変動や格差・貧困などさまざ
まな問題が横行し、目まぐるしく変質・劣化しています。そのような中にあって、グリーンコープ
が設立当初から変わらず大切にしてきたのが、「生命（いのち）」です。どんな時にも何があろうとも、
グリーンコープは「生命（いのち）」を根幹に据えてきました。それがグリーンコープに参集する組
合員の思い・願いだからです。だからこそ、「経済優先の原発は生命（いのち）の対極にあるもの、
共存することなどできない」と考えてきました。子どもたちの未来に責任を負うために、未来へ禍
根を残さないために、今、何をしなければならないのか、多くの皆さんと一緒に話し合っていきた
いと考えます。

　地球的規模でエネルギーの変遷を見てみると、石油・石炭という化石燃料の終焉が叫ばれてきた
のが１９７０年代です。その代わりに台頭してきたのが原子力でした。未来のエネルギーとして脚
光を浴び、世界の為政者らが渇望する経済の救世主・メルクマール（指標）とされ、原子力は世界
のエネルギーの中心となっていきます。その一方で、世界においては環境問題が社会的・経済的・
政治的な課題として浮上することになります。なお、日本での原子力の導入の障害となったのが、
広島・長崎へ投下された原子爆弾・「核」への国民の受け止めでしたが、これは「核の平和利用」という、
やや辻褄合わせの考え方で整理されました。
　順調にすすむかに見えた原子力ですが、やがて陰りが訪れます。１９７９年のスリーマイル島原
発事故と１９８６年のチェルノブイリ原発事故でした。欧米では大規模なエネルギー転換がすすめ
られていきます。そうした中にあってもなお原発推進に突きすすんでいく日本でしたが、原子力の
安全神話が崩壊し、そして、これまで隠されていた原発に関するさまざまな問題や大手電力会社の
地域独占という構図が露呈したのが、２０１１年３月１１日に起こった東京電力福島第一原発事故
です。
　この原発事故がきっかけとなり、日本は世界に大きく遅れはしましたが、再生可能エネルギー導
入へ本格的に踏み出すことになります。再生可能エネルギー固定買取制度の施行により、日本全土
に多様な再生可能エネルギーの発電所がつくられると同時に、制度的に不備はあるものの、電力自
由化によって私たちも電気を選べるようになりました。そして今や、世界的には原子力は斜陽の一
途であることに間違いありません。
　こうした変遷していくエネルギー事情を受けて、グリーンコープの「原発のない社会」実現への
道のりが現実味を帯びて展開されることになりました。一般社団法人グリーンコープでんき（旧：
一般社団法人グリーン・市民電力）の創設、再生可能エネルギーによる発電所づくり、「原発フリー
のグリーンコープでんき」の供給事業への道を切り開き、今に至っています。

　原発のない社会のための一つの具体的な取り組みである「グリーンコープでんき」の供給事業を
すすめる中で見えてきたのが「託送料金問題」です。２０１６年９月８日の全国紙で､報道された「す
べての電力事業者に廃炉費用と原発事故の賠償費用を負担させる。回収方法は託送料金で」という
記事に強い衝撃を受けたことから、すぐに「託送料金検討委員会」が起動しました。４年にわたっ
て検討委員会での調査・検討と組合員による意見交換を積み重ねてきました。あわせて、グリーン
コープエリアの大手電力会社及び国の電力事業を管轄する経済産業省との話し合いの場を持ち、「託
送料金問題」について、私たちの思いを伝えてきました。しかし、その願いは叶えられることはあ
りませんでした。そうした経過を経て、このたび、民主主義国家である日本に住む私たちに残され
た最後の道である裁判に訴えることにします。
　私たちが直面する社会は、いまや国家とか政府という枠組みが変革を先導する時代は終わり、一
人ひとりの人間の存在・主体性が大きなうねりをつくり時代形成へと向かっていると言えるのでは
ないでしょうか。一人ひとりの人間のうちにあるパワー（思い・願い）が、持続可能な社会づくり
のカギであると言っても過言ではありません。

　「託送料金訴訟」に取り組むにあたって、裁判にかかる経費は、基本、一般社団法人グリーンコー
プでんきで賄います。あわせて、この問題は電気を利用する私たちの問題であり、一人ひとりが主
体となって、託送料金問題や原発のことについて、考え・対話していくことが大切だと考えます。また、
「原発のない、再生可能エネルギー１００％」の社会実現への思い・願いをカンパという形で結集し
ていくことで、この訴訟を支えていきたいと考えます。
　「託送料金問題」を解決していくこと、それは市民が社会の主役となる「国民主権」の確立に他な
らないと考えます。私たち一人ひとりができることに取り組んでいきましょう。

２０２０年５月１９日
一般社団法人グリーンコープ共同体理事会

　新電力会社が、送配電事業を担う大手電力会社に
支払う託送料金（電線使用料）に、原発事故の「賠
償負担金」と「廃炉円滑化負担金」が上乗せされよ
うとしています。本来ならば東京電力が賠償責任を
負うべき原発事故の処理費用を、電気を利用する国
民が負担することになります。しかも、国会を通さ
ず経済産業省の省令として、私たち国民が知らない
間に決められてしまいました。このことは国民主権
をも揺るがしかねない大きな問題です。

 （2020 年 6月 1日）  第 426 号  （2）共 生 の 時 代
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新
テ
ー
マ
登
場
♪

グリーンコープ生協（島根）
理事長  吉田 由佳

　新型コロナウイルスの感染拡大により、どう言葉
にしていいのかわからないほど、世の中が大変な状
況になっていますが、それぞれの分野でどうにかしよ
うと、自分のできることをがんばって、いろいろな方
向から引っ張ったり、押し上げたりして、みんなが笑
顔になれるように試行錯誤しておられるパワーに感
動します。グリーンコープにも同じように感じます。
私は原発のこと、電気のこともあまりわからないの
で、グリーンコープが電気の共同購入を始めただけ
でもすごいことだと思ったのに、原発フリー、二酸
化炭素排出ゼロを実現してしまいました。託送料金
の問題に取り組むとなったらすごい動きになりそうに
なっているし、みんなのパワーがすごい。それを感じ
られるところにいること、一緒に考えられるところに
いることがうれしく、とてもありがたいと思います。
※電気事業者別排出係数―平成３０年度実績―（環境省・経済産業省公表）

民
間
企
業
に
よ
る

種
子
の
独
占
が
始
ま
る

　

民
間
企
業
を
種
子
市
場
に

参
入
し
や
す
く
す
る
た
め
、 

種
子
法
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

種
子
法
の
廃
止
と
同
時
に
成

立
し
た
「
農
業
競
争
力
強
化

支
援
法
」
で
は
、
国
や
都
道

府
県
が
持
っ
て
い
る
種
苗
の

生
産
に
関
す
る
知
見
を
、
民

間
企
業
に
提
供
す
る
こ
と
を

促
進
し
て
い
ま
す
。 

今
後
、

主
要
穀
物
の
種
子
が
民
間
企

業
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、 

一
部
の
民
間
企
業
が

種
子
市
場
を
独
占
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
農
家
は
優
良
品

種
の
種
子
を
今
の
何
倍
も
の

価
格
で
購
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

米
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
が
自
家
採
種
し
て
育
て
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
民
間
の

品
種
で
あ
る
「
み
つ
ひ
か

り
」
な
ど
は
、 

Ｆ
１
品
種
で

あ
る
た
め
自
家
採
種
が
で
き

ず
、
毎
年
新
た
に
種
子
を
購

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

種
子
の
価
格
が
高
騰
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
生
産
を
続
け

る
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
農
家

が
増
え
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
民
間
企
業
と

の
直
接
契
約
で
は
、
肥
料
や

農
薬
な
ど
の
資
材
の
購
入
が

条
件
と
な
っ
て
い
た
り
、
他

へ
の
出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い

る
品
種
も
あ
り
ま
す
。

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

種
子
が
消
え
て
し
ま
う
！？

　

現
在
、
日
本
で
は
３
０
０

品
種
も
の
米
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
や
気
候
に
合
っ

た
品
種
の
種
子
が
安
価
で
供

給
さ
れ
続
け
て
き
た
の
は
、

公
的
な
制
度
や
予
算
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
後
、
民
間
企
業
が
種
子

市
場
を
独
占
し
、 

利
益
や
効

率
を
優
先
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
同
じ
品
種
ば
か
り
が
栽
培

さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
作
物
の

多
様
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に

よ
る
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、

単
一
の
種
子
に
よ
る
大
量
生

産
は
、
病
害
虫
の
発
生
な
ど

に
よ
っ
て
全
滅
を
も
た
ら
す

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

種
子
を
守
る
た
め

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

　

種
子
法
廃
止
を
受
け
て
の

「
種
子
を
守
る
会
」
の
呼
び

か
け
に
応
え
、
各
都
道
府
県

で
、
種
子
法
に
代
わ
っ
て
種

子
を
守
る
た
め
の
条
例
を
制

定
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
２
月
現

在
、
15
道
県
が
条
例
を
制
定

し
、
９
県
が
制
定
に
向
け
準

備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
８

県
で
個
人
や
市
民
団
体
、 

地

方
議
員
な
ど
が
自
治
体
に
働

き
か
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
種
子
の
多
様
性
は

地
域
の
文
化
に
も
直
結
す
る

問
題
で
す
。
み
ん
な
の
共
有

財
産
で
あ
る
種
子
を
未
来
の

世
代
に
手
渡
す
た
め
に
、「
種

子
を
守
る
会
」
で
は
、
現
状

を
知
る
た
め
の
学
習
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
賛
同
し
て
く

れ
る
仲
間
を
増
や
す
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
行
動
に
移
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

日
本
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の

気
侯
や
風
土
に
適
し
た
種
子

が
育
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
個
性
豊
か
な
作
物
が
生

み
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
種

子
の
多
様
性
は
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
食
文
化
を
育

み
、
食
の
選
択
肢
を
広
げ
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
も

豊
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

種
子
は
、
空
気
や
水
と
同

じ
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
命

を
支
え
る
大
切
な
存
在
で
す
。

一
部
の
大
企
業
が
利
益
の
た

め
だ
け
に
種
子
を
独
占
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
育
ま
れ
る
種
子

を
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

戦
後
日
本
の
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
安
定
供
給
を

支
え
て
き
た
「
主
要
農
作
物
種
子
法
（
以
下
、
種
子

法
）」
が
、
民
間
企
業
の
参
入
を
阻
害
し
て
い
る
と
し

て
、
２
０
１
８
年
３
月
末
日
で
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

種
子
法
の
廃
止
は
、
今
後
の
日
本
の
農
業
や
私
た
ち

の
食
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
状
況
に
危
機
感
を
持
っ
た
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

は
、
元
農
林
水
産
大
臣
で
、「
日
本
の
種
子
（
た
ね
）

を
守
る
会
（
以
下
、「
種
子
を
守
る
会
」）」
顧
問
の
山

田
正
彦
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
２
０
１
８
年
12
月
に
学

習
会
を
開
催
。種
子
法
の
廃
止
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　

今
、
日
本
の
種
子
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
種
子
の
問
題
は
、
私
た
ち
の
食

や
農
業
に
直
結
す
る
大
き
な
問
題
で
す
。
今
号
で
は
、

種
子
法
の
廃
止
が
日
本
の
農
業
や
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

次
回
は
、
種
子
法
の
廃
止
に
続
き
、
改
定
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
種
苗
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※

１ 

一
世
代
に
限
り
、
収
量
が
安 

 

定
し
て
形
が
そ
ろ
っ
た
作
物 

 

が
で
き
る
品
種

※2

※

１

い
の
ち

今
、種
が
危
な
い
！！

私
た
ち
の
食
と

農
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う

グリーン未来ソーラー売電量
36,127kWh

定格出力376kW（110世帯相当）

若宮物流センター太陽光発電所売電量
5,411kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

神在太陽光発電所売電量
80,540kWh

定格出力1,057kW（309世帯相当）

平池水上太陽光発電所売電量
147,190kWh

定格出力1,260kW（368世帯相当）

深年太陽光発電所売電量
117,622kWh

定格出力1,550kW（453世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所売電量
4,992kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協西部地域本部太陽光発電所売電量
5,392kWh

定格出力54kW（16世帯相当）

2020年３月の売電量一般社団法人グリーンコープでんきから

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」という願
いをかなえるために、グリーンコープ・グリーン電力出資金に協力しましょう

私たちの発電所
グリーンコープ・グリーン電力出資金

11,553人 1,112,820,000円（　　　　　 ）2020年
5月15日現在

　種子法は、第二次世界大戦中の深刻な食料不足の反
省から作られた法律です。 日本の食を支える主要農作物
の米・麦・大豆を安定供給するために、優良な種子の
生産と普及は「国が果たすべき役割」として、１９５２
年に定められました。原種・原原種の維持、優良品種
の選定、奨励、審査などを都道府県に義務付け、 種子
の生産、普及、管理に努めてきました。
 　米の種子は、各地の農業試験場で増殖させてきまし
た。地域の特性に合った多種多様な種子が作られ、守ら
れることで、優良な品種が公共品種として安く提供され
てきました。種子法が日本の米を守ってきたおかげで、
今私たちは「コシヒカリ」などのおいしい米を食べること
ができています。

主要農作物種子法（種子法）とは

※２ 原種を生産するために用いる種子

※

！？

（3）  第 426 号  （2020 年 6 月 1 日） 共 生 の 時 代
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